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バメ群署研 ザ鐸 麟 諄 醐 躍 孵

ったことです。第2はt全国組織が生れた頃の普 ‐

さんがご退職になり.後に続くべき私達がしっか

りしていなつかつたということです。

そもそもパズ学習の全国組織l■塩田先生の人脈

で成り立っていたのではないかという人もあって

先生がおみえにならない今、その維持 ,運営がた

いへんむずかくなったのかもしれません。

しかし、パズ学習の研究・実践そのものは、最

初に述べましたように各地で確実に歩み続けてい

ますし、その方法は随所で活用されています。

また、名古屋大学の梶甕教授をはじめとして三ヒ

海道から九州まで、多くの研究者たちが教育現場

との連係を含めて本格釣に参入してくださつてしヽ

ます。パズ学習は今や多角的に見直され、より豊

かなものに変貌する可能性が出てきているのが現

在の状況であるといえます。

このような状態ですので、各地で地道な研究・

実践を続けておられる皆さんと連絡を密にし、情

報交換のできる場をふたたび実現したいと思いま

す。

そのためには、組織を再編成する必要がありま

す.別紙母『会員     にぜひ賛驀してくさ

って、参加言不参加を聞わず主ならずご返事を下

さいますようお願いいたします。また、近況・要

望など、忌たんのないご意見を寄せてくださると

たいへんありがたいです。

どうか御協力のほどお願いいたします。

舟生
長方形
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と が 理 彗

昨年の 11月 に岐阜県の上岐市で、第24園バ

ズ学習全国大会が開催されました。

櫛 嫌 ―
力ゝら 曝 欄 』力二よせら

れましたのでその抜粋を紹介します。

< 成 果  >

1.生徒も教師も「学びあい」を意識的にとらえ

るようになった。学習のなかで伸間のよさを見

つけ認め、自分の学習に生かそうとしたり、話

し合いに進んで参加したり、あるい:ま仲FH3の な

かで学習課題をともに考え、解決しようとする

姿がいくつか見られるようになった。

2,「学びあいJの姿を生み出す単元構想図を作

成してきたことにより、単元を通しての課題が

躍らかになり、それにかかわる課題や指導内容

そして学びあいの姿を意図的により多く生み出

すことができた。

3.各教料のなかで学びあいの姿を生み出すバズ

学習のとらえを明らかにし、灘 のなかで位置

づけてきたことにより、生徒たちの人間関係が

高まると同時に、学習参加度を高めることがで

きた。

<課 題 >
1。 「学びあい」に:ま生徒同士の触れ合い、意志

の疎通、気持の交流がなくてはならない。失敗

したり、まちがえたり、照れたり、笑つたりゝ

ときには怒ったり、悔しがったり、そうゆう生

徒同士の感情の交流を円滑にし、人間関係をあ

たたかいものにしていく土壌づくりをもつと多

面的に考えていかなくてはならない。

2.単元構想図の見直じと授業改善を図らねばな

らない。

3.各教科ごとにバズの種類を分け、バズを学習

課程のどこに位置づけるとより効果があがるか

を考えていかねばならない。

また、バズをとおして個を大切にし、育てて

いく面をいつそう研究していかなければならな

い .

告諄 25匡 コバ Jゼ鋼諄曜野

全 国 大 会 の お 知 ら せ

平成2年度の全国大会は名古屋大学で轟催され

ることになりました。期甕は8月 24日 (金)と

25日 (土)を予定しております。

詳し哺報 は後日お送りします。いままでとは

かなり趣向を変えて実施されることになりそうで

す。夏体みのこの期間はぜひあけておいてくださ

いますようお願いいたします。

教育現場の実践者と大学の研究者が、籐をつき

あわせて議し合える機会はめったにありません。

ご難待ください。

辱ユと ち り ?
だいぶ先のことになりそうですが、梶田先生を

中心とした研究グルニプにより『 バズ学習Q&A

』力弩1輌建れます。この本の著述にあたりゝ 多く

の教育現場の考えを参考にしたいとの意向だそう

です。ご期待と御協力をお願いします。

編 集 後 記

とりあえず、とりいそぎ会報を作成しました。

次号からは少しはましなものになるよう努力しま

すので、おおかたのご指導・L―~・
ご鞭撻・ご

協力のほどお願いいたします。
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バズ学習研究会会報 鶴 蜃 がわ 鼈 鶉  鐘民炉

ご ぶ 違 手 た し て い ま す

全国バズ学習研究会会長  西村 精爾

今年度あらたに会長をお弓1受けしました。何か

とお世話:こなりますが,どうぞよろしくお願いい

たします。

さる基用24・ 25毒に墓古屋大学にて第25
国全国バズ学習研究大会が開催されました.皆様

勢御協力のおかげで盛会のうちに終ることができ

ました。ありがとうございました。とりわけ,目

久銀翻先生や名       先

生備ご参議により,研究内容が多彩に震開されま

した。簿く鶴礼華し上げます。

下九ばこつの子供の成長・発達を大事にしてい

こう起数,警適鏃教師なら誰でも考えて幸ヽること

です。それを鮮壌なイメージで具体鋳をこ方滋織化

してむヽ轟バ錮 銀めぐりあつた機 は,鍾んと

う:こ幸運だと思います。これからも普さんと―罐

に融 と爾 を灘めていきたいと思います。どう

か鶴協力織ほどお願い申し上lfま す。

(春轟:難続驀勘鹸警犠長 )

(右穣母つづき) 鍋 多 ,

と同時に,子どもだけでなく,先生方も教員室

やいろいろな会議の場面で,「バズ学習」を自ら

実践されることをお薦めします。お互いに学響指

導で国った問題などをバズのテーマ猛して,それ

をどう解決したらよいか,個人思考.グループ思

考してみることはどうでしょうか。こんな活動が

学校で,素直に行えるようになつたら,教師自身

の成長を非常に鍵すことは間違いないと考えま

す難ぜひ,そんな教師社会を実現してくださむヽゃ

バ ヌ 覇 調 野 は 子 とゴ も 鍛

力 かゝ わ 電》手率轟駐余f寺量理藝計:4貯

豊 躊 にゝ し ま す

名古屋大学教授 梶轟 正巳

今の時代をどういう時代と考えるかは,いろい

ろな見方がありますが,わたしは,子ど輔  「社

会性」を育てなければならない時代だと思ってい

ます。下人子や二人子がほとんどで,家庭ではた

いていが大事に大事に育てられています。親は子

ども同士のつきあいよりも,勉強のできてくれる

のがいいと思っています。ケンカの体験さえもと

ばしい。ケンカしないでは,お互いがどうつきあ

ったらよいか,学ぶことは不可能ですじ。まして

ケンカな乗り越えて,どう共難したらよいか知恵

学生まれません。

バズ学奮は,こんな時代にわってつけの教授薄

注群 。議入で考えたり,それを持ちよって集翻

で討論したりしますから,どんな他の鶴導方法よ

りも,子ども同士蒔 静 かわ摯体験』器 にな

る鐵ずです。

もちろん,初めから子ども同士がらまくつきあ

えるかけがありませんが,そ こは長い轟で見てく

ださ鞍ヽ。子どもたち鐘,思考錢誤しながら,「共

溺Jするのはどうしたらよいか,また,どうした

ら共同が破れるか,を自分の個人的体験機 に

して,次第に身につけていくはずです。頭や言葉

だけで,「共同Jの重要性をしヽくら学んでも仕方

がありません。こんな学響法は,儀働うえの水泳

練習≧闘じて,全く意味がありません。

理寿鋼曝簑よこ根ざした学習こそ。本物というべ

きです。だから,学校鍛いろむゝるな場面で,子ど

もえちが機瑳奪磨する Fバズ学習重を実鑽してみ

てくださ争ゝ魯 (左機へ争づく)

舟生
長方形



基 本 尋こ立 ち 返 還blこ と

前ズ学習研究会会長  荻原 克己

そもそもバズ学習の発想:ま.集回のもつ教育作

用の重要性に対する着目からであった。ひとりひ

とりの個性を大切にしながら,相互に影響じ合い

高め合う組織化された学級集回は,教師■人の力

では到底及ばないほど鋤大きな教育力を発揮す

る.これをあらゆる学習活動の中で,意選鋳:こ活

用すべきだろうという考え.理論が構築されしヽろ

いろな方法が編み出されてきた。

それは,学習の効率を高めることと同時に,相
互作綴を通して,よ りこどもたちの人間影成を図

るというもの鶴 る。人間本来の在り方や,新し

い時代に即応できる人として勢資質編 めるため

:こ ,相互作用は極めて有機な壌や機会を提供す

る。「パ.バ学習Jから「バズ教育へ』,と しヽラ声

がこれまで命経織織中でもしばしばあったのであ

曇。バズ学習は,議鸞と態度舎同時達成七亀ら

むゝ、教科指導と豊溝指導鍮裁会を撃指導でいも。

シヽわば,バズ学習磯避論機教育参統合織な鍛であ

る。

馨ヽま教育改革母さなか。新しい教育曲 は,

ど母答幸やど器施策をみても分かるように,教育

内容い いてはこ勢統合論が柱になっている.通
徳教育も生徒指導も遮諄鶴導も保健安全指導も余

暇指導も,全教育活動を通して行うことが求めら

れている。生涯学習の叫ばれる中,教師がこども

たちに与えてやらなければならないものは何なの

海ゝ.

集薮の静 でこそ優性が発揮され ,

ていくことも忘れてはならない。

よ り よ む Aヽ聞 間 4集壮

曇遅く がし め 暑a
―一―バズ学習を効果釣に生かした

通徳の指導の試み――…

青梅1市立第 1中学校  壊水尾 福文

ポランテイアについての学菅を通して人権舎奪

重を学ぱせるために,バズ学習を導入してみた。

対象の 1年生は入学以来半年を経過し,さ まざ

まな入蘭関係を形成してきた。一方,現代のこ畢

年代の鍾向でもある「撻に対する配慮の無さJ寺
「思Iv Lや りに欠ける」側面があって人間関係がつ

まくむヽかない生徒の存在も否定できない問題とし

てとらえなければならない。そこで私は,撻任と

してこ鋤ような問題を。人間尊重の精神を生徒辱

心に養うという方法で解決していきたいと考え,

こ仰主遷を設定した。

なお,轟議が轟予難摯講務録を「人が入としてぶ
r

亜む篭 贔講.購け合む竜 がら生きていこうとす轟 :

∫か聾≧理解して,このことを纂響嚢:こ警費酔羹鵞J簿尋
:

指導の手だてとして,どうすれば 夢よりよい人鱗許

爾策 を築懇Lで 拳ゝくことができるかについて生壼

に考えさ鸞るため鈴方法の一つとして,ボランテ

イアの考え方を導入した。

この日の授業まで:こボランテイアについての理

解をするために3園
― を実施した。その後.

今回― ― 貯 なく,菫常の生活のなか

で目的を果たし,「バズ学習Jを効果的に取り入

れるため,バズ学習の解説と練習を3回ほど実施

L/た。

こ
―

・は,前国のポランテイアの解議授業

の生徒の感想を読み,まだ本当の意味で理解して

いない人がたくさんいることから,体の不自由な

人や高齢者に限らず.学校の伸闘や友達とつきあ

うときも「自分が上だ」とか「やってあげるJと

いうような高い立場からでなく,「同じ仲間Jと

してつきあうことを解説し,その同じ伸間とつき

合うとはいつたいどのようなことなのかをバズで



議じ合わせてみた.そして=生徒勢意見を職い上

げ,ま とめてみるとはじ轟もこ私の考えた「入が入

としてお互いを認め,鱗け合し`支えあいながら生

きて寺ヽこうとする心をもつことJに近む堪 えが出

てきた。ここでさらにある中学生の作文を署:閑

し,理解を深めさせ,最後に今理の授業の確認を

生徒 :こ させるたわ。もう一度バズで議し合わせ

た。

人権尊重の精神を体得させるため:こは,生徒菫

身母身近なところからよりよい人間闘係が築かれ

ねばならない。この目標を達成する:こ際して,バ

ズ学習は大きな幾けとなつた。詳細な指導案や,

生徒鈴惑態な繰こついては,機会があったら発表

したしヽ。

暮 務 局 よ り

※ 朦mを導寄球下れ まヽしてありがなつござ懇`

ました。かな摯院議を呼びぐうな機所が轟攀ます

ので,全寅鍮纏載しなければならな酸ゝの意こ.畿繭

の価 篭躙静密攀轟己酢卜ったことを灘く避癬歌Fし ま

す。

※ 懸鷺籍,まことここ暑枠名議 で蠅 バ躙

研究大会が難かれてからもう4カ周経ちます。皆

さんも議 で磯 のことと思います會 Fこ録ご

ろバズ    が面白くなくなった。どうも 鮮鐘

じめをこバズ轟りき還で,し つ`も理じような謡ばか

等で嗜まらないJと をヽう声ここ対して充分応え得た

鰺 であったと思います。

※ 近年,子ど韻こ最も必要であり,私たち浄瀑

番教えていないもΦのひとつに「生き方重勢鑓題

があります。道徳など社会的な規範として織生き

方るま教えていますが,本来の意味で母「人生とは

事誓寿L重 「なぜ生き轟のか慮ここつし`て載,なここも睾貿

えていません。このような軸 のも鍛も疇罐識鮮奪

えていきたいと思しヽます。おそらくバズ轍 を

発揮するような気がします.ぜひ,ご投纏徹轟願

いします。

弩自理彗芋鶴爆寧:襲宣篠覇聖整イヒ (抄)

中東大学  杉 江 修 治

(文責 :事務局)

1.鐘じめに

(1}饉を生かす.個が生きる

機性鐘A闘性の一部であり,いうまでもなく,

籍性のみを取り出して教育の営みをすることはで

きない。

優性を育てる,鐘を生かすためには,菱異を強

調するよりll■ .むじろ,∵入ひとり録人間性の共

齢 に緩をおろした難導がなされなくてはなら

なむヽだろう。

個人差への配慮理 とむゝうのではない.握入

差の基礎にある。共通部分に対する配慮が幅対鋳

に大きくあるべきであり。子どもたちに共通する

学警Φ票理を餞まえるとい号こと仕靱 したいと

話ヽ攀ゝた諄ヽので轟る。

苺2)    舎原理と鍛着灘

授業の計轟をこ●たって,教轟はそ舎鱚塞、方繁

の麓志決定替であるから,数輔への霧器ヽL騨ぷ齢

要弯あること激いうまでもないし,それを漂蟻る

ため鋳議識が盛ん:こな機ことは菫まし枠。

しかし,構難器裁講,不成功は,数輔提示の或

疇,不瑾擁ではな諄ゝ。子どもがどれだけ学曹じえ

かで量られなくて鍍ならなしヽ。

教材と学雪藝手額を学曹磯原理:こ基琴むヽで組み

立てる。そして,援業の震覇母なかでず人紗≧巻

に応じた工夫が必要と予想される部分では,こん

どζま大鰹:こ原理の応轟を試み轟。轟羅にさいして

め判断仰根拠は,教師自身の経験であつ摯鍵麟教

鍮鍛経験で轟撃。ときここ鮭、事状繭爆睡雛こ検討き

れた、部分鏡な機導漂難で轟轟。

2.鋼を生癬Lす毅欝指導鋳願理

41)撥導豪子ども母童鉢鋳な学警場鍵し,攘魏庁

る営みで轟る

授業め主投    で轟る。緩業は機 鰊



わき役が∵人という少し変わったドラマであ

課題のないところに学警は存在しない

「議懸=T att k」 |ま 豪仕事」である。誰も仕

事の内容が分からないのでは働きようがない。教

師が与える場合も,子どもに見彎 出させる場合

も、学習にとりかかるときには,議題勢内容はは

つき摯と示されなくてはいけない。

(3}学雪の過程では同時的な複数暉 が生起す

る

人間関係のもち方・対人的な感受性・対Å関係

鼓麟卜彗贈味職さ。響 のし力ヽた。     etc
(機 子どもは伸聞から多くのことを学ぶ

子ども同士は種菫作題を通して,学習には有益

な簿難整震を行う.考えを出し合い,議じ合い勢

中で畿り上ど,一人でまま到達できない嶽燎こむヽた

る可畿性がそこここ鐵轟繹毒

ペア撃冒.′]ゝ集霧学響をど,多機な学習攣彗器

詐審鑢ゅ鋼のさまざまな壼瀑Lし方の経験の蟻を与

えること|こなろう。

幅)評懸母機鮭鐵撃膏壌難のアィードバックもこあ

る

機導改善鍮情報として絣 罐 議す暴議 を集

轟るた発に,また,学習者自身が自らの学習を方

向づけ轟た義に,さ まざまな評轟手続きが導入さ

れなくではならない.それ鐘嘆ら森L難学習を効果

的にする働きをもつ。

(5}教師―子ども開,子ども間での信頼関係が重

要な背景となる

そ鈴た時には,子どもは鐵壽許聾罰数を強く もっ

た存在であり,基本的には主体的な学習者である

と懇ヽう認識に立った機 甕ゞ凄:と なる。子どもを

受け身的な存在≧してしか見な七ゝ総では,馨頼闘

係む難立ず曇ことは難難である。また,個性を差

聾勢轟分織み‡こ着理してと与えているならば,信

糠聞係を予どもと器甕に成立させることは画難と

な尋争.

3.授業に生かすべき実証鑢見鮭

(1)学警議題器覇難化の機難

学琶識なと鐘,こ こでは,学詈すべき内容難
=

そ輔 をご予表すかまで嚇 をさす。

学習圏標は,教師が承知すべきことがらとしヽ最

よりは,子どもたちが,自身母すべき錢動として

認識できることが必要になる。「学習譲鷺聾:ξ .

「学習目標』おさらに学警者紅わかりやすく継鑽 「

させる手続きである.            |
(麟 綴割学習と集園学習鍮組み合せ      |
纏人懇考をした轟と傷話し合いは,グループ:こ

提出する情報をメンパーが各轟:こ もった上で (轟

からな棒も器感どこかかからないかを見逃づけた |

上で)参鶴するため,活発で生産鋒なも母とな ヽ

る。集囲を通して極を生かす書力な手段といえ _

よう。

{辞 教えるこ装鉾鰺暴

子ども理士の教え合等ヽ,学ぴ舎もL参遇霧鐵,澤

ども主導鍮選種爾轟り,髄 :こ応した学冒轟難奄著:

饒‡こする場爾で轟る。幅菫作疑から五むゝξこ得轟亀

傷も多枠僚                 熟

近年,金衆国などで研究が進んでいるお領≪載

'鯖i電 の研究でもチュータとして教える機に立等 :

子ども母ほうが教え鶴 機の者よりも多くの斑「

益をそ勢経験から得ることが報告されている。

(4)協理の動果

機に応じた指導の中:こ競争勢原理を入れるべき

ではあるまい。競争と協同の概念には,大きな轟

乱がある。切瑳琢磨ということは,磨き合い。共

に輝くようにすることであるから。そ麟 は時

に競っているように見えても,その目標構造から

いえば協爾事態なのである。競争は磨き合った隷

果,一携稲載濤 ,ユ方鐘摩滅してしまってもよい

とlr■ う事態鈴ことで話 。競争のもづ否定鋳な方

向の動機づけな避け.攘間の原理織中でこそ優を

生かす工夫が可能となろう。

(翻 )
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だと私は考えています.           |
第26回の研究大会は「今、教室で何が求められ |

ているかJをテーマに、新学習指導要領を絡めて |

研究を深めたいと思います.どうか御協力のほど

お願い申し上げます

局 力功 Jゝ電)り 』ヒ ヒノ】た二

4月の    :こより、事理編静理     力ゝ

ら南城中学校にかわりました。昨年に変わらずよ

ろしくお願いいたします。

舟生
長方形



(3)「バズ学習への必然性Jと、やや抽象的な標

題で講義をしてくださる荻原克己先生は、春日井

市内の教務・教頭・校長それぞれの時代に学校ぐ

るみの研究体制作りを成し遂げ、全国バズ学習研

究会を今日あるように育てられた先生のお一人で

す。現在は南山大学で教鞭をとっておられます。

今なぜバズ学習なのか 。教育の本質とどうかか

わりあつているのか・どのように体制作りをした

らよいのが等々のお話が予想されます.

それぞれの地域でバズ学習研究のり,ダーにな

っておられる先生にぜひ聞いていただきたいので

すが、初心の方々にも十分わかりやすくお話して

いただけると思います。

(4〕 「自由バズの試みJの講義をお願いすること

になっ咽 llf― は、名古屋大学でバズ学習

生みの親である塩田先生に師事され、二重大学の

教官になられてからも研究を深められ、「自由バ

ズJという新しい分野を開かれました。

バズ学習の方法にやや行き議まりを感じておら

れる先生には、榊 転換と新しい視点からの見

直し、さらにはあらためてバズ学習を柔軟に考え

直す絶好の機会であると思います。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

会報の編者としましてはどの講座も見逃したく

ありません.これらの講座が午前と午後に分かれ

るものの、{1)と {3〕 ,(2)と {4)力 S同 じ時間に

行なわれるのが勿体ない気がします。その上さら

に実践研究発表0発表者の、それぞれの地域を代

表してのフレッシュな報告が期待できますし、助

言者の先生がそれぞれ 1講座お願いしたいような

方ばかりで、ほんとうに勿体ない感じです。これ

も大会の運営上やむを得ないことのようです。

せめて、講義 。発表の要項が参加者全員に渡る

ようにしたいと思っています。そのような意味で

も印刷物をできるだけ期日までに送っていただけ

ると有難いのです。ぜひご協力くださいますよう

お願いいたします。

地

"ヾ
Jで司肝だ よ り

一―一兵庫県層崎市の場合―――

尼崎市では、昨年から「個を生かす指導法研究

会」力現猥[し ました.バ瑠 を中核とする指導

法の研究会です.

全国バズ学習研究会でもよく知られている前田

(嚇 )を名誉会長に、以前パズ学習

研究に取り組んでおられた先生から若い先生まで

の、層の厚い研究団体です。

第26回全国バズ学習研究大会の分科会の助言者

である池田洋先生を会長として、谷□寛二先生や

中東大学の杉江修治先生などから勉強しながら、

もっばら授業研究に重点を置こうと考えておられ

るようです。

研究会は、毎月の第3土曜日の午後、尼崎市の

教育総合センターで開催されます。

来年度の    は層崎でお願いすることにな

りそうです。事務局としてもできるかぎりの応緩

をしたいと思つております。

◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆

今後、できるだけ多くの地区における
―

の様子を紹介したいと思いますので.事務局のほ

うへ御連絡ください。

『 自 己     と ιま

――一要義務局からの頭肇■―――

:こ「自    という言葉が出てま

いりました.塩田先生は 10数年前から「教育と

は児童生徒の自己実現を―
る過程である」と

主張されています。

それでは「自己Jとは、「自己湊顕Lとは、ど

のような意味をもっているのでしょうか.正直な

ところ会報の編者も、なんとなく理解し、なんと

なく使っているような感じ力二あります.この際は

っきりさせたい、というよりもこの詢 意味を

ふくらませたいと思っています。次号までにぜひ

原稿をお願いしたいと思っています。



ノ≪ 鰺蛛祠蟄≫雉醸ポト趙辣鰈馘颯揚楊

鰊戚こし3ほと≫種凸 ≧ノ
調
竃F

全%バズ学冒鑽甕会余轟 今竃 難 赫

鰊 8濯 10懇ここ、轟宙麗薦の難Å文化会鑢において

第量各国全饉パズ学習研究大会が整催されました。皆様瘍

鐵樵力の導港繊力でた力ヽへん充実した時聞を持つことができ

ましたこと、軍く御礼攀し上げます。

脅綽轟準に今年度の会長とをゝつ大撻をおおせつかり、た

いへん恐羅いております。微力の自分ここ動まるかどうか自

信鐘ごさいませんが、お事|き受けしたから3こは一鐘懸命が

■茫って響ヽ華た蒙ゝと思っております。管機の織大なる勒機

携 '輻 をお覇いむヽたします。

さて
｀
、霧等の大会鐘予算の少ない手作つの大会襲がで、

投星なPIき置けてしヽただいた皆さんにたいへんな迷惑をお

■Lばした装薇懇ゝております。まこと:こ申し設な等ヽことで、

霧くお難がす轟ととも範、御憾力を心豫ゝもは飲華じ上げ菫

す幸%か写さまで、少ない予算でも内容の充実した実質鞠

を議し合りができ各墓とがわかり、その上パズ学冒を原点

から見直すよ馨ヽ魏会ζこなりました.教鰤自身が整鐘し%己

変革むしていく渕難通脅教育なのだと思馨ヽます。これか⑮

亀警さんな一繹鰹箋文蝙購究を深めていきたしヽと、かか兆

で鰊攘陶辟畿ざ灘醸枠靱し上げる次節です。

※ モ鸞難きξ通き眸むヽことを言われて亀、慇た仄勢の量轟

聰蠍彊罐感辟轟れ仄憑感主た麒むヽ襲鐘緻雉ξ歳、観勒ξ墨躇祗

気を■感じ斃酪なく懇た季ずな轟驚颯鍮楊≧り銀炒け蝙Å

/m纂綽けて育っ警譲mと して瘍インフォーーーTΓ,な聾裁、

見逼ご蓄群ι蒔憶mで轟鶉が大覇なれIな鑢鞣劣隣響ヽほ機ノヾズ

学習なぬしてたくましい仕贔轄を簡
｀
J儀と饒鑑鐘ちな舞吼

鍮もパ翼撃渕を行をぅこ毅範よりでたてまし警ゝ社畿性鍮ひ

ξ還等けは靱で轟褥拳量畿範な轟辟, F畿陽輻:力に』をどう

装やえたりよいか。鍛丸為ことば
'V等

で卜子供鍮靱碁亀ξ曇

さ誉%。 見えけい通通鰊義重m.tA,儡等篭をゝ時続を通をヽか:4ぞ ≫

パクトむ与えられ鶉かむビ蒔1考えられ轟寺

《鶴木璽全国バズ太士祓覇真号抄畿 :I難驚 事ヽ鵜轟}

プヾメイ竃諄理

「

と躍資臨1雨の疑鼈蓋塾につ懸ヽで

全国バメ疇暉覇談餓翻駿憲代表

名古量大学教授   梶田 正瞳

議同学習鍛方法 (コーボラティプラーニング)は現在ア

メリカでもかなり注目されている。

スタンフォード大学のキャサリン女史が日本の学校教育

に関心を寄せ、リサーチアシスタントとして春圏井南向の

一つの'1戦に依頼し、憾同学習について調査をした。そ

こで撮影をしたピデオテープをもとにして日米の協闘学習

を比較したところ、次のような差異がみられた。

あ各種鍛テーマ拙 したあとの話し合しヽ鈴ようす鶴 る

がヽアメ勒
―

国であることを考慮尋臨 薔こ

れても、グループの組み方はてんでばらばらである。人数

も2人・ 4人などと特定されず、スタイルもはっきりしな

い。これにたいして日本はハンドサインなど、ある形を幣

り轟げている。どちうが良むヽという議轟割瞬llに して、注轟

したい録は「協同Jの機念である。協圃は、力をあおせて

何かを作り轟げることでわるが、決してスマートをもので

鮭ない。現実はもぅとド爾訂覆したものがある0「警遷で

轟儀.ひとりひとりが「こうすればできる重「こうすれば

壌れる理と認麒してセルフ藤ント観―ル鍮してい卜のであ

るから、そうォリ鳶りしないで違い構野をもって釉めばよ

纂。ド爾夢爾したダイナミックなプ覆セスの中で、子供た

ち鐘免疫ができるり「たくましい儘爾』ちできるよう‡こな

卜。そしてたくましい社磯性が育つので木る。

轟方、「社会性を育ては』ことな震種とす辱教饒塞身は

またたくましい社会性を撮書こ寺ξf鍾はならな諄攀備のた晰

輔 途≧lプ でゝ臨翻鐘 鐵 F勒議もじヽ申しょ量こパ輻

離したちどうか聾≧雷馘れた。讐冒鶴螂と戴覇饉解訣鸞透

とで鱚り、ぬ饉鞣なの前纏亀して爾飩鸞斃昆ン轟るむこノか

し難聰瘍難醜したNM趣生徒鮮覺見した爾咤≧やくなヽ隼ン

ひ‡度見逃さξЪンちでダ轟奪麗か犠髄え鐵銭驚を見て
「

ら争

ことな機儡鍮い。推鍵を見てもやうこと鑑、数舞のよ量 鐘

よって、ぬ量場ならtえ吉や違警ゝ仄猾らか33鐙 燿響

選 {盛財猾鷲難愧絣く》

舟生
長方形



澤新藤等量習 芋涯鐸蟻轟覆要聾瞳理と ノヾメ竃F寺豊習

中東大学教授 杉江 修治

*新指導要領磯キーデードは⑪自ら学ぶ意欲の社会の変化

に主体的に対応できる能力◎基礎基本の徹轟◎個性を生

かすC麟罪轟撃転釦難儘 して鍛遵徳教育で轟る。

率ここには教育観の転換が見られる。古くて新しい考え方

で、バ機 の考え方と大いに結ぴ付しヽてしヽふ。自己教

育力の強調や総合的な学力観などは、バ晰 と深く結

び )́いている。

*バ機 の従来からΦ特長は、

①人間関係は教育の基盤②認知的目標と態度的目標の問

な研究の成果を積極的に採り入れる④教

育と;ま子供の学習活動を機動する過程である⑤子供が主

役で教無が脇役の議Iのなしヽところに学警は成立しない

⑦同時学習はが 亀 彗轟烙緻 鈎|こ指導すればその可能

性はもっと高ま,る0評価・・ 。などでおる。

薫指導甍饉感総合的な学習糧動を求めているが、総合的な

学警活動をさせるに鐘一貫性がなくてはならなしヽ。バズ

学習の標理は「共同聾「学ぴあつ』「教鰤・生徒の信頼

闘係Jなどで一貫性がある。

*「自己教育力懇形成するJには、内覺鋳な意歌を蠅発し

なければならない会そ働ため‡こ鐘「譲題重癒咆 :こ なっ

てくる。譲題と鐘縄
'お

やったちよ鬱ヽか暁確にな機ことで

ヽる。また「轟厄鍍曹力を彩裁する聾薔こξ歳、轟る懸難ここ

参機させ機 (例 :覺言瘍罐会場多くす轟》・■饉を持な

せる (失敗菱≧が等な慧卜 受け容れられてしヽ櫂≧むヽラ実

惑 薇成功体験侍積み重ねなどう 。寵己評轟鍵力 (友人鐘

鐘で
「

曇・権互評価≧羹≧詳羅の連続強)など、パズ学

冒織基本とす轟遼こ拳

"か
等で轟儡摯

率 F轟畿基本」醸、大部分の子供が達成できるはずで轟曇

ン、罐亜援疇の場所や懲菫爾ξこ轟け曇轟鍵轟本が難成さ

れる鶉断が重甍通なるもパズ鐘脅鸞ような場所で轟碁鬱

輩「鸞性を豊かす基亀鼈ここは、ね性が群:害され轟覇瞳・脩

期を確態がRぼ .Rttl暴 れ膊眩難がなくて激な瘍な絲峰パ

ズ激、まさ3こそ鉾ょうな場銹で轟るこ

〔蓄裁非蒲バズ攀究☆鸞鎧よ謗抄な 意賞豊 ,F務踊》

鶴認2参 獲甕くン鍾轟ノヾメ尊鍔許理響

瞬     会 の 反 奮

音さん御存りのように、詐年の3潟 l⑫ 圏に第2各国全

国バズ学習研究大会が名古震蒲で開催されました。

「今、難 で何が求められてしλ亀か』鍮援 テーマとしな

がら、様々な観点から多角的に話し合いがもたれました。

基礎講座鐘新しくパズ学習を始められる先生のために開

かれたも器ですが、かなりベテランの先生も多く受講され

ました。講師翁先生は、パ摯 草分鍛頃に中心的な役割

機 て量欲的に授業実践をされた、当時2③代― で

す。学校ぐるみの研究体制働なかで、若しヽ先生鍛果たす役

割はたりヽへん大きしヽのです翁

応用講座では、やはり体制創りの意義と鯉 さが強調さ

れました。教育委員会などからな‡こか鍮研究を委嘱された

ときこそ、そのテープ実現のための方法論として、あるい

はテーマと心ビに きわう教育理念として、バズ学習実議の

体制を駆る結婚の鉤 になるのです。しかし、この場合で

も若しヽ先生薄吐 からの押し付けで Fや らされてしヽるJと考

えるのでなく、■6主体的に創造の議欲を燃やせることが

量画を辟イントをこなる

「

移ょう磯

期せずして、実醸研究灘表の分科会では、若しヽ先生方∽

素鑢らしい発表が続識しました。実践の裏付けされた内容

C覇緩麺した愧 、け で譲驀賊蜂菫ありました。

このようξこ見てくると、全国バズ組織の企画・運営や瞬

贔大会の持ち方など鶴、着診議整勁E嘩スを考えるI嘩難こ

来てをヽるのかもしれません。御存じ鍛よう尋こ、バズ学雪の

全国畿織も地区峨組織も新種交代のタイミングに問題が必

つたよう:こ思われます。バズ学習の動 を理念をま揺るボ

やな醤ゝ鶴ので趾りますが、運営の仕方ξこうしヽでは検討しな

ければならない時期:こ来ているとをヽうことです難

鶴認27甕蓬≦逮屁爾ノヾノイメ電響警‡こつしヽマ

第27彊金燿パズ学警研甕大会鐘、平瑾4年黛周1◎ 國

簸こ雇鶉率で開催され儀予饉です。霧種や自審:こついては、

はつきりしてみ等盗鸞ら管し蓑す。讐さん輻ご参加を難待

し、お金いてきる国な薬しみ暑通しています儀
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第2噸 全 国 バ ズ 学 習 研 究 大 裁 ゞ

尼 山奇市 で 開 か 才Liま I軒

第3号でお知らせしましたように、第27回全国バズ学

習研究大会が兵庫県の尼崎市で開催されます。

鵜 は平 月吃5鋼F2メ 電 ■ o日 (水).

年度末の忙しいときあるいは受験の時期と重なって、参

加しにくい方もあるかと思いますが、そのような時期に敢

えて開催してくださる「屈崎市個を生か     究会J

の皆さんに敬意を表する次第です。

新 は尼 山奇市 玉
=L爆

藤 指 J     と

雇 山奇市 立       中     で、

久し振りに公開授業が見られます。生の授業を素材にして

の研究・討議の時間がタップリと計画されました。しかも

たいへん面白い授業をされる先生方だそうです (失礼 !子

供の生き生きとした活動が見られるという意味です).

午後には、昨年のように基礎講座・実践講座・応用講座

が開かれます。

―
議簿屋菫ではヽ全国各地の若い先生方が日頃の

実践の成果を (あるいは疑間の数 を々)報告し、それに基

づいて研究が深められます。

月二月電議難選巨では、全国バズ始まって以来の外国人

教師による外国における協同学習の様子が紹介されます。

(今のところ予定です。)

喬毒港彗は中京大学の杉江教授にお願いする予定です。

明快で歯切れのよい、ユーモアのあるお話が聞かれること

と思います。ちなみに、杉江先生は小 。中学校時代、マン

ガ少年だったそうです。

また詳しい要項ができ次第発送しますので、2月 10日

は是非とも空けておいてください。時間は9時40分から

16時 20分までですから、名古屋・広島の先生も日帰り

が可能かと思います。 (もちろん余裕のある方はゆっくり

していってくださぃ。夜の尼崎市もなかなか魅力的だそう

髪舞力目理野と と aも嘉こ

バ 」く露寺量習 を 試 み 43
-―第26回大会基礎講座よリーー

豊川市立天王ノ1灘 丸山 正克

これからバズ学習を試みたいと考えている方、あるいは

パズ学習とは、どんな特徴をもった学習であるかを知りた

い、と思っている方がお集まりになっていると思います。

そこで、バズ学習を理解していただくために、実際に、

バズを試みながら、この講座を進めたいと考えています。

子どもたち達と同じ様な指示を致します。バズ学習を体験

しな力まら、パズ学習を理解してください。

1.バズ学習で期待していることは何だろう [課題1]

日常の授業で、新しい単元に入るとき、あるいは、前の

時間までの学署の続きをしようとする時、皆さんはどうし

ているのでしょうか.

単元についての既有知識を発表させたり、前時の学習内

容について尋ねたりします:新しい内容についての子ども

たちの知識や理解程度、あるいは前時の学習内容の定着度

などについて、情報を得ようとします。一種の評価活動を

試みるわけです。

さて、私もバ騨 につけて、皆さんがどの程度の知識

をお持ちなのか、情報を手に入れたいので、さっそくパズ

を試みていただきます。

一度、全員お立ちください。午前中の講義を聞いたり、

これまで自分で実践したり、人に話を聞いたりしてバズ学

習では何を期待しているのか、自分なりの考えを持ってい

る方|まお座りください。考えが正しいかどうかではありま

せん。考え力
'あ

るかどうかということです。

立っている方、座ってlrlる方は、パズ学習が期待するも

のは何であるか、自分なりの考えを持っています。参考の

ために聞いて融 結構ですから、自分の考えにして座っ

てください。

ノ蝶 団を作ってバズをさせる方法には2通りあります。

舟生
長方形



今日のように、予め小集団が作れないがパズを使ぃたいと

いうときには、いま行なったような方法で小集団を作って

バズをさせます。これを「自由バズ」といっています。

~月、予め、′:藻団を作ってバズをさせる方法がありま

す。ず般的な方法ですが、「自由バズ」に対して「固定バ

ズ」と呼んでいます。

固定バズの小集団の編成について、3つの原則がありま

男女混合であること.

上中下位群の子どもで編成すること。

グループ間は等質にすること。

ごく普通の社会的な集団構造にするということと、助け

合うとか認めあうということは、こういう状況で成立する

という理由からです。

しかし、社会性の発達、同―視の意識の発達、他者の評

価能力、価値観の変化等を考えると、低学年から小集団を

作って学習活動をさせることは少々
―

・す。

そこで、 1年生は隣同士のパズ (ペア・パズ)で、確認

や練習を中心に、話し合い嘲 I願をします。24■―

4年生ぐらいまでは、男女 4人の小集団を基本にします。

5・ 6年生で6人 ぐらいまで増やしてもよさそうです.し

かし、うまく聞こえず大声になることがあります。在籍人

数にも左右されますので4～ 5人の編成ができればよいよ

うです。

この小集団で、全てのことをやります。編成替えは、練

習と交流の機会を与えるために、学期に 1～ 2回行ないま

す。その原則は上記のとおりですが、相互排斥関係にある

ものはず緒にしないように配慮します。

作業は教師の大事な仕事です。慣れるにしたがって、子

どもの代表が編成して学級会などで承認を求めるという方

法もできます。

編成をするときは、例え:ゴ、「誰とでも伸良く出来るよ

うにするために」とか「みんなの話がきちんと問けるよう

にJとか、その目的をハッキリさせると効果的です。

バズをさせるときには、「何について情報交換をするの

かJ明確に指示します。さもないと、単なるおしゃべりに

終ってしまいます。

さて、話し合った内容を発表していただきますが、バズ

学習では発表の原則力
'あ

りますので、少し説明しておきま

す。

よく聞く言葉に、 F話し合いをしグループでまとめなさ

いJがあります。バズ学習でも「まとめなさいJと いうこ

とは言いますが、多数決による少数意見の切り捨てや優秀

児の意見一つにまとめることはしません。話し合いの過程

で、それぞれが自分の考えをまとめることが、バズのねら

いの一つなのです。現実には、考えの持てない子もいま

す。そんな子には、自分が納得できる友達の考えを、自分

のものとして言わせるようにしています。

話し合いには全員が参加しています。したがってみんな

の発表を聞いているわけですから誰でも発表できるはずで

す。もし言い忘れたり言えなくなってしまったら、誰かが

援助しています。

バズ学習というのは学習の形態です。密蜂がぶんぶん言

っている状態を指します。お互いに情報を交換しながら進

める学習という意味です。その過程で、子どもたちが変容

していくことを期待しているわけです。現に目の前にいる

子どもをどう変容させたいか「具体的にイメージ」するこ

とが大切です。

私のパズで期待する具体的なイメージは、こんなふうで

した。

① お互いに助け合ってクラス全体が学習に参加する。

② お互いが情報を交換することによって、自分の考えを

深化・拡大する。

③ 自分の考えを説明したり伝えたりすることによって、

聯 力機 する。

④ お互いに認め合うことによって、クラス成長の協調と

信頼関係を高める.

⑤ 授業に参加することによって教科の目標 (認知目標)

の達成と、自己芙規を目指すために何をすればよいか

(態度目標)と いうことの理解の同時達成を図る。

つまり、望ましい人間関係の育成を基盤に、教科学習活

動を核にして、新しい態度を形成しようというのです。ア

カデミックな学習内容は教科の学習で、ノンアカデミック

な態度は教科外学習 (生活指導)でという    を、

す。



統合して同時に達成しようというのです。同時学習といい

ます。

そして、このように教科学習の目的と、生活指導の目的

を認めつつ学習させる発想を「統合Jと言っています。

この理論は、個と集団の統合を図ります。一人ひとりが

期待像に近づくことは、個の集合体である学級集団の成長

を意味します。ですから個の埋没は致命的です。

2,期待する子どもを育てる具体的な方策 [課題2]

バズ学習で期待していることは何であるか、お分かりに

なって頂けたでしょうか。考えてみますと、別にバズ学習

独自の願いではありません.皆さんが願っていることと同

じです。

ただ、バズ学習では、期待しているのであるから「子ど

もを育てる場を授業のなかに計画的・積極的に設定する」

と言うところに特長があります。

具体的には、話し合いを申心とする「相互作用の場」を

授業のなかに積極的に取り入れるということです。相互作

用というのは、「お互いに関わり合うこと」と考えていた

だければよいと思います。その方法は、話し合いにとどま

りません。

話し合い以外にどんな方法があると思いますか。

いろんな方法を駆使しますと、いままで見られなかった

友達の良さが発見でき、助け合い認め合うことができるよ

うになります。それによって協力の必要性が体験できるの

です。協力の大切さが理解できます。

計画的積極的にというのは、一律一斉に相互作用をさせ

るということです。できるだけ、友達の良さが分かったり

助け合い認め合うことの大切さが体験できるよう計画する

ことが小nJ欠です。もちろん、臨機応変という措置を認め

ないといぅゎけではありません。けれども、子供を育てる

わけですから、授業計画のなかに組み込んでおくことが原

則です。

話をもとに戻します。

相互作用は「話し合いJのみではない。と言いました。

どんなことをさせたら、子供たちは協力の大切さや友達の

良さを発見できるでしょうか。個人で2、 3分考えてくだ

話し合いの方法についてのアイディアでも構いませ

‐
「ああではないか。こぅしたらよい」と、もやっとした

考え力颯浮かんできました。なんとなく人に尋ねてみたり、

典鳴してもらったりしたくなってきました。

それでは、いま考えていることの発表をしてもらいま

す。その人は、発表を聞きながら真似でもいいですから、

自分の考えを決めてくださぃ。  ・・ ― ・

相互に関わり合うには、関わり合う内容、つまり、自分

の考えを持っていることが大前提です。とは言うものの下

位群の子は、そんなに簡単に考えが持てません。そこで、

今のようにヒントを与える意味で、他の子たちに発表をさ

せます。時には、「今の発表のなかに先生の期待している

ことが2つあった」というょぅなことを言って、思考活動

を援助することもあります.

さて、皆が参加できて協力の大切さが実感できる「相互 |

作用の方法Jと して、どんなことを考えたか、グループで

話し合ってください。そして、どんな方法が良いか、2つ

3っ選んで発表してください.

ひとくちに話し合いと言ってますが、こんな方法もあり

ます。

① 分かった人から発表する。発表をきいて自分の考え

を補足修正する。

Q 公式などを、順番に言い合って自分のものにする。

練習を目的とする。

③ 計算の仕方など、確かめをする。相互評価をさせ

る。

④ ノートをみて、前時の学習内容を説明する。自己評

価活動をさせる。   [以 下略]

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

丸山先生のお話 (魏)は、ここまでで約半分です。以

下の主な項目を拾ってみますと、

3.授業過程のどこで相互作用をさせるか

4.みんなリーダー、みんなフォロアー

5。 子供のベースに合せる

6.バズはォールマイティか

と続きます。続きをぜひ読みたいという方は、事務局へ連

絡してください。原稿のコピーをお送りします。
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全国バズ学習研究会

会長 今 尾 啓 一

毎日、児童・生徒が生き生きと学習できるよう研鑽を積

んでおられる先生方に心から敬意を表します。常日頃、全

国バズ学習研究会のために、ご指導・ご協力を賜っており

ますこと、心から感謝申し上げます。

さて、皆様お存じのように来たる2月 10日に第27回

の研究大会が層崎市で開催されます.子どもたちの進路や

私達の人事などで忙しい最中ではありますが、あえて開催

をしてくださる「尼崎市個を生かす指導法研究会Jの普さ

んに心から敬意を表します。

全国大会も27回目ということは、全国的な規模で研究

が始まって27年も経過しているということになります。

(た しか、第4回と第5回が同じ年に開かれておりますか

ら、26年ということになりますか)それにしてもたいへ

ん息の長い研究組織であると言えます。

私も、第 1回の研究大会で四国の徳島県に出させていた

だきましたが、あのときのパズ連として参加した阿波踊り

は忘れられません。ずいぶんと熱気があったように思いま

す。以来、各地でも人が変わり、組織が変わりながら、今

日まで維持運営 (あるいは復活)してこられたのは、諸先

生方のご労苦もさることながら、やはリバズ学習理論の奥

の深さと包容力のしからしむるところかと、あらためて驚

いています。

第27回大会は、尼崎市の先生方のご尽力で轟撻 れま

すが、このことは息の長いバズ学習研究にまた新しい 1ペ

ージを記すことでもあります.ぜひ成功させたいと思いま

す。会員の皆さんのご協力を掛 らお願呻 し上げます。

またも各地方で多くの方が研究 。実践記励んでおられる

ことと思います力亀事務局の力量不足もあって全国バズの

舞台に載せることができないことを申し訳なく思:っ ていま

す。この点での御協力をぜひお願いいたします。

唾難力園曜野 と 麺 も 島こ

ノヾ」ギ篭諄理罫曜旨議ベジト轟

――第26圏大会基礎講座よリー…

書    豊∫II市立天王小学校 丸亀 正蒐

前号で:ま 、「 1.バズ学習で期待していること,2″ 難

待する子供を育てる具体的な方策Jについて掲載しました

が、その続きをぜひ知りたいという声が多くありました。

丸畿先生の原稿を螂 載できなくて申し訳轟りませんで

した。本号では、「 3Jから掲載することになりますが、

前章で、授業のなかでどんな場合にバズを取り入れるの

か、およそ見当をつけることができたのではないかと思い

ます。

なかなカトー言で説明することは困難なことですが、そぶし

を決めるための着眼点をいくつか挙げてみましょう。

① 授業には課題があり、到達目標を定めます。いわゆる

中心課題は、目標到達の重要ポイントです。全員の子供

力摯電達してはしい部分です。授業の山とでも言いましょ

うか。ここがバズ設定のポイントです。

② 九九のように記憶することにウェイトのかかった内容

を練習させます。

③ 学習内容が理解されているかどうか確認したいとき、

相互評価をさせます。

④ スタートをそろえないと学習に支障を来すとき。レデ

ィネスの調整を目的とします。

⑤ 大切な段階で分からないことはなしヽか確認させる。グ

ループ内で解決できることは解決し、質問を整理する。

など、決まってきます。ここでなけれlfな らないといっ

た、学ぴ方学習母ような固定的な公式があるわけではあり

-1-

ご了承ください。

3.授業過程のどこで相互作用をさせるのか
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ません。計画は計画で大切ですが、子供の理解状況によっ

て臨機応変、取り入れていくフレキシビリティの高い方法

です。「だからバズは分からない。しっかりしたパターン

がないから、ハウ・ツーがないから分からない。それを示

すべきだ。Jと し`う批判もあります。

相互作用のあとは、必要に応じてノートを加除修正・補

足させるようにします。ノー トは、自分の学習の成果を自

覚できる場なのです。皆さんにもその原則にに従ってノー

トを加除修正・補足していただきます。その際、疑問や間

題点がありましたら、まとめておいてください。

さて、ノー トをまとめていて、疑間があったり、理解が

十分でなかったり、もう‐度確認したいこと力iあるかどう

か、グループで確認していただきます。分からないことを

そのままにしておくことがないように、講ll練をします。

「何力噴 間はありませんか」「分かった人は手を上げなさ

いJこれも確認の方法勢一つです。しかし、かならずしも

十分とは言えません。

す般的に授業曖 かで、確認をしつかりすることが大切

である、と言われています。これを「則I時評価Jと言って

います。評価の必要性は認められていますが、具体的な方

法がどうもはっきりしません。バズにおける相互作用は、

評価の重要
‐mを 果たすことができます。

この結果、子どもたちのほうから「 **さ んが分かりま

せんから、もう∵度説明してくださいJという要求が出る

ようになると、バズ学習参目的は達成されたといえます。

助け合い励まし合う学習の成立であり、自己実現への努力

が表出したと言えます。

4.みんなリーダー、みんなフォロアー

バズ学習では、望ましい人間関係が育成されることを期

待しています。墾ましい人間関係とは、どんな状態をイメ

ージしたらよいでしょう寿ゝⅢ

① お互いがお互しゝを信頼している。

② 気軽に尋ねたり教えたりできる。 3

③ 暗黙のランク付けがみられない。

④ 誰とでも協調・協力できる。

イメージカS具現しますと、オシオメトリック・テスト鉾

結果は、下位集団がいくつもできた分離型勢鋼畷臨慾こな

っていません。凝集度を高め分裂性を減少させます。また

社会的地位得点にきわめて大きな差が轟静 という結果が

期待できます。

こうしたことの実現を計るために、役割を次のように分

担します。

① 全員が司会者とフォロアーという役割を果たします。

班長という言葉を使いますが、司会役を意味します。

② 発言:よ、司会者の指名によって行ないます。

③ みんなの話を聞いて3v■ るのですから、全員が発表の役

割を果たします。とは言うものの、現実は能力差を否定

できません。そんなとき、役割を果たせるよう援助する

のがフォロアーの役割です。

新しいことというのは、最初からうまく行くものではあ

りません。そこでバズ学習に取り組むときは、その意図を

子どもに議畷してやることが大切です。また、子どものベ

ースに合せるために、子どもと教師の人間関係を確立して

おきます。

次に、評価表を作成し、子どもに提示します。私がよく

使う評価表を紹介します。

・司会者は、問題をみんなに伝えたか。

・司会者の指示にしたがって発言したか。

・分からない人は、みんなの言うことをよく聞いて、

真似でもよいから発表したか。

・無駄話やよそごとはしていなかったか。

・発言の途中で、横から轟轟しをしなかつたか。

・時間が余ったら、ノートに書き加えたり、直したり

したか.

これにしたがって、相互作用の練習もします。以後、と

きどき自分たちの行動を自己評価させます。そうして、誰

も力:襲長を務め、良きフォロアーになれるようにできるか

ぎりt授業のなかで体験をさせます。
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4_子どものベースに合せる

この時間に自分:ま どれだけ「得Jを したか、ということ

が楽しい授業を左右します。どうtノ て得になるかというこ

とも重要なのです。

「本が読めるようになった。それ:ま 、分からない漢字をグ

ループのみんなが教えてくれたからですJ「みんなでテス

トのリハーサルをやったあと、テストに麟 したら、前よ

りよくできた」ということが聞かれると、子どもたちは協

力の意義と協調の必要性、あるいは相互作用の良さを体感

したと言えます。

また、ノートをみて、本時の学習の経過を説明させるこ

とによって、学習内容の確認をさせます。それは自己評価

活動でもあるわけです。説明がしどろもどろであるという

ことは、半理解のじょうたいであることを意味します。こ

うしたことを、本時の終わりにノー トに書かせます。私は

通常、次のような指示をします。

① この時FHlに分かったこと、はっきりしたこと、なるほ

どと思つたこと、今まで想像していたことと違っていた

ことなどは何か。

② 疑間、質問、教えてほしいこと、やってみたいこと、

意見、感想など。

子どもたちは 1時間の間にかなり揺れ動きます。項目を

挙げてチェックする方法や評定尺度法のような方法では、

子どもは困るようです。自由記述にしています。

5.バズはオールマイティーか

残念なことにオールマイティーではありません。教育方

法にベストはありません。あるのはベターなのです。「教

育は創造であるJと いうのは、常にベターを追究している

からでしょう。バズ学習は、よりベターな学管理論である

と考えています。しかしベターをも阻む要彊があります。

.こ
れまでの経験からいくつか挙げてみましょう。

① 子どもの好む学習形態には、個人差があります。グル

ープで話し合いながら勉強するのは嫌い、分からない子

に教えるのは面倒だ、と言う子どもがいます。そのよう

な子どもが入っているとうまくいきません。

② 「墓似をしてもよいJと いっても、やはり下位群児は

なかなか参加できません。はじめから頼つてしまうとい

うことがあります。

③ 子どもの参加度が高まりますと、授業が遅れぎみにな

ります。

④ いわゆる好きな子同志のグループは、意外に成果が望

めません。無駄話が多くなります。

⑤ 能力別グループも成果が期待できません。助け合うと

いうことができなくなること力`あります。

0 分からないことを、「衆知を集めて考えろJと相互作

用をさせても、効果はありません。無から有を望むのは

理不尽です。                    |
⑦ 競争を持ち込むことは、かえって人FE5関係を悪くしま

す。出来る子も出来ない子も居ます。競争に負けること

で、出来ない子の排斥に直結します。

たとえそうならないまでも、面倒を見る上位群児に負

担が掛かりすぎます。

これまで一度も触れませんでしたが、「教師の役割」と

いうの:ま何でしょうか。

教師は、学級集団の権威あるボスであり、頼りになる仲

FB3であり、全てについての決定者なのです。私は、学期に

,度「先生の通知表Jを書かせます。教師と子どもが共同

して作り上げるパズ学習では、教師の意志が子どもに伝わ

つているかどうかは大問題です。

相互作用をしているときには、グループの状況を観察

し、うまくいっていないグループがあったら、何が原題で

うまくいかないのか、相談にのってやり適切な助言をして

やります。時には、司会役をすることも必要になります。

そのための必要かつ十分条件は、なんといっても「子ど

もに信頼されているJこ とです。そうなるためには、常に

どんなことを意識していなければならないでしょうか。
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それを次に挙げてみます。

・差別意識ということを意識する

・望ましい人間関係を意識する。

・認めあうということを意識する

。学級母社会的構造を意識する。

・学級づくりが学級経営の最終日標であることを意識す

る。

・助け合い、認めあう学級集団を価値あるものとして意

識する。

'個を育てることは、集目を育てることであるというこ

とを意識する。

・常に同時学習をしていることを意識する。

・学級づくりは、子どもと教師の共同作業であるという

ことを意識する。

「バズ学習は、単なる教育技術ではない。バズ学習が成立

できる学級集団を育てる営みである。」というのが、私が

持ち続けてきた認識です。

管さんがバズ学習を実践し、「自分でなければ出来ない

バズ学習Jを子どもたちと共に作り出してくださることを

期待して、言番を終ります.

バズ学習の原則にしたがって、個人でまとめをし、グル

―プで話し合って質問事項をまとめてください。後ほど、

お答えします。ご協力を感謝いたします。ありがとうござ

いました。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

第26回全国バズ学習研究大会の基礎講座において話さ

れた内容を、九山先生がこの会報のためにわざわざ書き直

してくださったものです。

ワープロのキーを打っていて、理論の構築もさることな

がら先生の議実で優じしヽきに何度も触れることができ、感

動しヽたしました。本当に心軸 〕れるような思いをしまし

た。どうもありがとうございました。

会員の皆さんには、編集者の不手際でまことに申し訳あ

りませんでしたが、前号と合せてお読みいただけるとたい

へん参考になると思います。

税番ずヽ:ヽ:ノ ヾJぞ_~5肇整ざ蓼滅■″罐b 菫

バズ学習研究の先進地域である姫路市の爾遷勢先生方に

よって、バズの研究会が復活しました。

以前、永井先生や牛尾先生にはずいぶんとお世轟になり

ました。世代交代などもあって、一つの組織が維持されて

いくことは本当に難しいことです。どんなに優れた学習理

論があっても、誰からの強籠1もない研究会を維持運営して

いくことは大変なことだと思います。今後のご活躍を楽し

みにしております。今のところ正式の名称などについては

事務局もつかんでおりませんが、詳しいことは次号でお知

らせしたいと思います。

編  集  後  言己

尼崎市の研究大会と姫路市の研究会と、期せずして兵庫 :

県が話題になりましたので、しめくくりも兵庫県で。・・

テストで いつもよい点ばかりとっている人が
‐
/必ず

しも 賢い人ではない /そぅいう人のなかにも ときど

き たいへんバカな人がいる /テストで どぅしても

よきミのとれない人が 必ずしもパカな人ではない /そ
ういう人のなかにも /た くさん 尊い 偉い 賢い人が

いる //せっかくいただぃた ただ一度の かけがえの

ない自分の人生 /三度といただけない 大切な 自分の

人生 /それを自分で汚し ダメにし 台なしの人生にし

てしまう/こ ういう人をこそ ほんとうのパカな人という

のだ //バカな人にかぎって /自分がバカな生き方を

していることを知らない /知らないどころか /「自分

が自分の人生をどう生きようが勝手じゃないかJなどと

/得意になって /大威張りして /と り返しの付かない

ほんとうの大バカになっていく //自分の人生をすばら

しい人生に仕上げる責任者であるとともに /すばらししヽ

未来をつくっていく 大切な任務をも背負っている 君

/自分の人生を 光いっばいの人生にするとともに /光
いつぱいの未来を創りあげる者を /生み育てるという

壮大な使命を背負ってうまれてきた あなた //どうか

どうか /パカにだけは ならないでおくれ

・    (東 井義雄先生「パカにはなるまいJよ り)
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バズ学習研究会会報
2シ
電凸鐸懸覇警電爾  誹

は じ め ま し て

鋼 バ

先年度、尼崎市において第27回全国バズ学習研究大会

が開催されました.様々な制約と条件があつて,非常に困

難な状況であつたにもかかわらず、素晴らしい成果をあげ

られた尼崎市の先生方に心から敬意を表します。おかげで

たいへん充実した時間を持つこと力Sで きました。なかでも

若い先生方の熱気と女性教師の研究の深さが印象的で、■

地区の私達にとって学ぶことの多い大会でした。

この大会で、東京からおいでいただいた望月先生が貴重

な資料を届けてくださいました.10数年前に東京で大会

が開かれたときの塩田先生の講演記録です.そのなかの特

に印象的なものを抜粋して挨拶のかわりといたします。

新指導要領では個性の重視・生涯学習・変化への対応・

自己教育力などが強く主張されていますが、塩田先生はこ

のことを予見して、まずわれわれ教師や大人たちが子供を

見る目を変えること、そして「思いこみJや「決めつけ」

思考に基づく予断や偏見を捨てて差別的な態度や言動を改

めることであると次のような警告を発しておられます.

① 教育や指導に関する「思いこみJや「決めつけ」は、

その進歩や発展の源泉ともいうべき疑間や問題の出るの

を妨げ、その解決への努力を押え込むおそれがある.

② 「思いこみJや「決めつけJはまた、教育

盤ともいうべき望ましい人間関係に悪影響を及ぼすおそ

れがある.こ とに子どもたちの人間観や相互の人間関係

への影響はきわめて重要である。

③ 「思いこみ」や「決めつけ」は煎じつめれば、力 (教

育力)のない教師の逃げである.

④ 教育や指導は最も創造的な活動に属するものであるか

ら、つねに柔軟な思考や態度が強く求められている。

そして個を生かそうとするなら、いっそう「個の差異性

よりも個の類同性に着目するJこ とと「排除の論理よりも

共存の論理を重視するJこ とが大切であると述べられてい

ます.これはまさに教育の大前提となるべき哲学ですが、

私達パ理 を推じ進める者にとっても    である

と、自省・自戒しております.

個性は望ましい人間関係の中で相互に助けあい、励まし

あい、高めあいながら生かされ、鍛えられ、伸長していく

ものであります.それは児童・生徒自らの主体的な活動で

あって、教師が引っ張つていくものではありません。教師

にできることは、相互活動のできる場の設定と適切な援助

のための努力です.努力の内容として教師に求められるも

のは、下人ひとりの子どもをみつめる確かな目と様 な々事

態に対応していける柔軟な思考や態度であるということで

す。

最後になりました力S、 27回大会の翌日に今年度の会長

をやれとおおせつかりたいへん困っております。微力の自

分に勤まるかどうか自信はありません。率直に申し上げて

全国バズ学習研究会の組織l■e々 な問題を抱えています。

パズ学習そのものは、皆さん御存じのように豊かな理論と

実践に裏打ちされ私達のやる気をかきたてますが、組織の

維持・運営となると別のエネルギーが要求されます。

それでも尚、お引き受けしたからには一生懸命がんばっ

ていかねばなりません。それには皆様の絶大なる御助力・

御協力・御指導がぜひ必要です。どうかよろしくお願いい

たします.

籍 II歴

=警
議蒙σD薄疑ヨダト

『 子どもと親と教師のための

や さ Lい tテイ  rtン
=ノ

ttン 」ヽ 』

エヴァ・フューギット/平松 1手塚訳  春秋社

・私たちは「本来の自分Jにふれることで、限りなく成長

し自分らしい生き方ができるとともに、他者 (人や自然)

とも健全なよい関わりができます。この本には、子どもの

なかのWitt Lrt Within(内 なる賢者)を呼び起こし、ほ

んとうの自尊感情が育つ過程を援助するための方法がぎっ

しり詰まっています。

舟生
長方形



バ ジ苺鋼諄理ヨ萄肝多七髪姜の

電諄理野を》覆ヨを計画しました

平成5年度は研究大会をお休みします.

しかし、勉強の機会はぜひ欲しいというご要望に応えて

下のようにたいへん魅力的な企画が実現しました.

バズ学習の原点を踏まえながらも、もう少し視野を広げ

たいと考えておられる方、研究者の先生方の生の声をもっ

とじっくり聞きたいと考えておられる方にとって、貴重な

チャンスになることと思います.

性別。年令・経験 。経歴 ?学     、勉強したい

と思われる方はぜひご参加ください.

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

○ 期  日  12月 11日 (土)、 12日 (日 )

○ 場  所  内海の民宿「う痴 こ」

愛知県知多郡南知多町 =05田■2-0223

名古屋より名鉄電車知多新線内海行き

内海下車 徒歩20分 (マイクロバスを

用意します)

○ 会  費  12000円 (宿泊費を含む)+α

(学習会のみの参加は2000円 )

0人  数  30人 (人数オーバーの場合は宿泊のみ

近くの民宿を斡旋します)

○ プログラム

《11日》

14:00-14:15

14115-16:15

○

16:30 -18:00

挨拶・紹介など

アメリカの協同学習 :ジ ョンソンらの

「学習の輸」の紹介

名辮   伊藤

日福大学  伊藤  篤先生

南山大学  石田 裕久先生

中京大学  杉江 修治先生

現在、4人の先生が翻訳中です。

新しい実践を求めて

半田青山中 成田 幸夫先生

成田先生はi刑閣 :レl    、興味深

い実践をしてこられた先生です.新し

い視点が見つかりそうです.

18:00～  懇親会 鯉漁劇理)

(12日》

9:00～10:30 教師作成テストでの新しい着眼点

福井大学  ― 鋤 生

この内容の本が出る予定です.新しい

学力観に基づいたテストのあり様の勉

搬 辮 できます。

10:45～ 12:30 教師の指導論 :実証資料からの提言

名古屋大学 梶田 正

バズ学習研究のリーダーがたいへん忙

しい時間を割いてお話をして下さいま

す。

12:30～ 昼食・解散 (南知多・常滑・半田の観光がで

きます)

申込先・問合せ先

鋼 ノヽ

〒486 愛知県春日井市師補陽岡「229

鵬   = 0588-81-4885

※ 準備の都合がありますので、 10月 31日までに

申し込んでください。

※ 「派遣依頼文書Jの必要な方は申込みの際におっ

しゃってください。折 り返し発送いたします.

舟生
長方形

舟生
長方形
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NO.11998.7.20 発行/全 国 バ ズ 学 習 研 究 会 事 務 局

春 日井市立玉り|1小学校内/愛知県春 目井市玉野町 1687

◇全 国 バ ズ 学 習 研 贅 資 無 開 催 の お 矢I璽 ら せ ◇

平成 19年度は研究大会をお体みいたしますも しか し、日頃の会員の方々の研究・

実践報告会、情報交換会をしたいというご要望もあり、本年度は会員等の勉強会を中

心に研究会を開催 したいと考えております。

また、バズ学習の原点に立ち返 り、21世紀の教育の在り方を考える機会とし、さら

なる研究と実践に役立つ新 しい学習理論等もお互いに勉強 じ合う「学習合宿」を具体

的に計画しているところです。以下、事務局で検討 してしヽる内容について、会員の皆

様にお知らせ します。 (要項・ 申込書につきましては、後目お届けします)

☆

○ 期 目

○ 場 所

○ 会 費

○ 人 数

○ 内 容

の民宿を斡旋 します )

f………………………………………………………………………………………………・・・……………………………………………

:<第■ 日1目 >11.月 22日 (日 )           :

:      14:00～ 14:30 開会行事 (挨拶・ 自己紹介正

:      1、 4:30～ 16:15 講座 I        :
:      16:30～ 18:15 講座Ⅱ         :

:      18:30～       懇親会 (夕食・ 活魚料理):
:・
・……………………………………………………………………………………………………………………………………………ニ

:<第 21日 I軍
>1_1月 23日 (月 )            :

:      9:30～ lo:15 講座Ⅲ        :
:       10:45～ 1210o 講演           :

:      12:00～       昼食・ 解散 (南知多観光):
00●●●●●●●0■ ●●●"●“●●o● 3",● ●●""""●●""●●"●●●●“●●●●“"|"●●●"●■●●●o●●"● 30●●●“・・。こH“●●"o●●●●●●●…●●"●●●●●●●●"●●●●●●●●……●●“"|●

●●●●●B“●●●●●●●̀
●
●J

○ 中込先 全国バズ学習研究会事務局□春目井市立玉川小学校内 堀場 正美
0487-0004 愛知県春目井市玉野町1687□驚0568-51-0109
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Iれ 寒鍛みぎり、会員各位な lra益 々ご清栄のこととお喜び申 し上げます。

さて、去 る、 1二十月 麓2回 °2轟 爾に愛知県の内海で開催 しました全国バズ学習研

究会 にご支援、 ご協力を賜 りま したこと、厚 くお礼申し上どます。

小春 轟称のすげ らしひ天候に恵まれ、全国か ら穂0名 をこえる実践者 S研究者 徳小

中高大学の先生方にご参熱いただき、21世紀の教育に爽けた研究や活発な討議がされ

また、交流の機会 ともなり、関係者一国Jか か ら喜んでいます。そして、研究会では、

格別報告者、司会者、記録者の方々にご協力しヽただき、深 く感謝 しております。

今後 と <、 人間関係を基盤 とした学習 と指導を目指すバズ学習の実践 と研究にご支

援を賜 りますようお願い奉 し上げます。

詩議が らご自愛 くださしヽ. (全藝バズ学習研究会事務局≫

饉 鰹 醒 塵 繭 囲 璽 國 顧 顧 睡 鰹 灘 睡 璽 睡 睡 璽 睡 離 鍾 璽

隻萎華 [Ii震穿繁き1鼎纂載 ::≪誓警11:1警111■■■

'「

夢子
:「1■■111:「 :仄」    (第 39置全国

バズ学習研究会)

鞭 璽 國 璽 繭 饗 璽 璽 理 璽 璽 饉 璽 璽 璽 睡 懸 轟 轟 鞭 爾 轟

裕久先生

中京大学教授 杉江 修治先生

轟:菫鐘: <人間関係づ くりの技術 >

☆「    奎:難奎:華蕪 :難:藝      鍵::奎轟 重

～学ぶ重欲が轟まる表現活動を取り入:lた誕合的な轟べ学習を通して陶 春睡井市立牛山小学校教轟  ノjゝ ∫:1    島論ず壼型≧

南山大学教授  石轟

鬱「教科壺指導主義の限界警教師に求められる資質の変容警教科の壁をどう

の り通えるか―必要な意識改革 暑壁ののりこえ方警総合学習とバズ

警 3つ の基本仮定一人間蒻係が教育の基盤 e動機づけ0重視 機一貫性、統合

性の重視攀学琶指導過程の 3つ の留意点―参加を全国 した授業計画 犠機同意こ

よる学習指導過程 e成就を確認する評価活動番 1つ の構え―震時学習

警表現活動響轟べ学習警―
T― どものつ くる学習

N③.21998。 12。 1発 行/全 国 バ ズ 学 習 研 究 会 事 務 局

春日井市立玉∫::だ 学ヽ校内/愛知県春圏井市玉野町 15忠 7

Cゞ 甕騰 0568(51)0109 0 F A }盤  0568(51)0120

<教師器指導技術 >

舟生
長方形



☆

―伸間との関わりを学ぶ学習を重視 して― 尼鋳種越博輔 講  西村久美子先生

指導の集合体 とともえる―行事の活動が教育的な名のとなる

<人間関係づ くりの技術 >

―生涯学習につなげる中学 3年生の美術― 隷紳携辞職 議 長縄功太郎先生

警生涯学習につなげる鬱 自分 らしさ◇ 自分の思ひ警お互しヽの個性の良 さを認

識 し、協議す る

元広島県高校教員 越智 昭孝先生

議就灘 一輯校教講瞼蒸尾祐史先生

響心情勢育成り知範理解警思考ヵ 撃割野ヵの育成や実践的態度の育成

畿大学改革畿中等教育学校―中高一貫教育警 :

総合的な学習了爾係づけ学習輪認識離散モデ :

ル (サ ラダボール織才メージ)警認識統合モ :

デル (ル ッボのイメ■ジ≫警学習畿力の優秀 :

性は思考能力母優れてしヽることではな く、露ぜ:

の能力 とす碁こともできよう        1尋ヨ菫重]"≧ :=,い o=Fl,91`:rFil11重 1::査 rl:,I:菫 11:11=:==111,1,111[1=:I:frtl轟 :lF,1:モ ||ヽ ,211181“ I限 :iet“ ζぃr`:11:|:F

第30甕全涯バズ学習研究会 (愛知県=内斃)

警学級経営方針あ立案警学校教育目標警学級児童の実態讐学級 目標警児童集

団が形成 される第一歩はコ ミュニケーションが成立すること警他領域への広

が りや指導の一貫性

警同和教育運動な解放運動畿 自己改革 輸自己解放畿国民擁課題響 彙己教材化

け 自己の差別意識や教育七副、管理三割警同和教育 とバズ学習の統合

堪古屋大学教授 梶田 正 巳先生

◇事務局MEMO◆  第鋤国全国バズ学習研究会の「実践報告資料」の ご希望の

方は事務局までご連絡 ください。 また、会長各位の実践などお知 らせ ください。

一一一

中津II市立坂本華学校教講  瀧島妥争ぶこメ電簾蝿デヒ墨L

―統合への まえが き―



NO.11999.6.20発 行/全 国 バ ズ 学 習 研 究 会 事 務 局

春日井市立不二小学校内/愛 知県春日井市出川町3丁 目14番 地の1

◇ ■  0568(51)0029 C〉 F A X 0568(51)2600
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平成 10年度事業報告

平成 10年度会計報告

平成 11年度事業計画 (下記参照)

全国バズ学習研究会会則

平成 11年度役員について

第 30回全国バズ学習研究会報告

その他

↓
ハ

☆ 会員の方々の研究情報・

是非、事務局までお寄せく

雑感等、「 会報Jの原稿 を随時募集 してお りますので、

年 月 日 活 動 内 容

1 1.    6. 平成 11

役員委嘱

会報発行

年度  全国バ ズ学 習研究会会員募集

(NO。 1)｀

1 2.    1. 第 31回全国バズ学習研究大会 (東京大会予定)

全国バズ学習研究会総会

11. 12. 2)

1 2.    2´ . 全国バズ学習研究会役員会 (愛知県 )

懇親会

会報発行 (NO.3)

ださいますようお願いします。

）ヽ

・ 会報発行 (NO.

舟生
長方形
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。
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。
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平成 で2年度会計報告

1,017,003湾

(内訳)

繰越金
会 費

支出総額
585,420目

(内 訳)

大会補助費
270)

通信費  56,
会議費  30,
事務費  14,
印311費 164,
慶弔費  5o,

差尋1残高
431,583爾

内大会期
・・ 会
研基容テ場 爾
究調
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平成 嗜2年度プ電ズ学輩攀究会綾員会纏警

古菫皇み見f暴畠墨警貫曇事璽露舞曇霧g轟署}量
議いただきました。

。平成 12年度事業報告、会計報告
・平成 13年度事業計画
。平成 18年度役員について  錫電紙参照)
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°

的習ての最 しづて四大主
に実 も高近てけ、`国会に本
行践バまのきを研をを教研
わやズリ協て行究重開育究
れ理学の同いう者ね催現会
て論習中的たととたし場は
きの以でな

°
いの °｀

を
｀

て発外
｀
学 こう交実昨会八

い表の全習のス流践年場十
た 。様国指十夕で交度に年
°
紹々大導年イ理流ま に`
介な会へ近ル論をで毎設
が協にのくが的軸に年立
積同お関は定なに三全さ
極学い心

｀
着裏 し十国れ

こよ あめの習係が拭 らに

とりそる合違はがあぃ
｀
ょし

そ
の
他
役
員
会
で
確
認
さ
れ
た
こ

と

「
バ
ズ
学
習
研
究
会
」
の
名
称
変
更

「一言国協
日里宇習
研
安〓〓」
の
設
立
ヘ

二
月

の
役
員
会

で
、
会

の
名
称
変

更

に

つ
い
て
長
時

間
に
渡

り
協
議
を
重
ね

「
全
国
協

同
学

習
研
究
会

」
と
し
て
新
た

に
出
発
す
る

こ
と
を
決

め
た
。

も
ち
ろ
ん
、
「
バ
ズ
学
習
」
と

い
う
学

習
指
導

理
論

の
改
称

で
は
な
く
、
あ
く

く
ま
で
も
会

の
名
称
変

更
で
あ
る
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°
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生

15。 6。 15
全 国 バ ズ学習
研究会 事 務局
春日井市立南城中
会長 長 縄 秀 孝

け究当
て会面

新をバ
し運ズ
い営学
組し習
織ての

た
゛
研

本¬

年協

度同
一学
年習



第 1回針 翡 胴 義 邸 耽 潟 罰 掟
1 期 日 平成 16年 1月 末
2 会 場 愛知県大山市立楽田小

学校
楽田小学校においては、少人数指導・高めあい学び合う研究・実

践が力強く進められています。午後に楽田小の授業を参観させて頂
いた後、協議会を予定しています0

平成14`豪難第梓賠
収 入 総 額 635,144円
(内 訳〉
繰越金 469,294円
会  費 162,650円
´個人12,000円 X49人  5,000円 Xl人

団体;60, 000円

雑収入  3,200円

差引残高 325,224円

撻乳午曇善査
賃  墨

践が三 ケ

者で十谷平
が き四中成

集 ま回学十
い し全校 四

活
奄

買テ年

支 出総 額 309,920円

き
゛

継繰
いり
で越
いし
くて

0ぃ

る
△
バ

費
に
つ

い

て

は

全
国

協
同

学
習
研

究
会

が

弓|

に °
｀
地組

全区織
国ご強

事と化

務に

局常
と任
の委
パ員
イを
プ選
役出
にし
な

｀

つ地
て区
いで
たの
だ研
く究°
を

推
進
す
る
と
と
も

○

△
〓
則

の
改

正

・
個

人
会

員

・
団
体
会

員

―
―
▼

個
人
会

員

の
み
と
す

る
内訳〉
大会補
通信費
会議費
事務費
慶弔費

助 費 200,000円
44,010円
25,721円
35,189円
5,000円

※ 1全国協同学習研究会」に引き継ぎます0

い ご務裏振 会
た八記場面 り個費
し月入所の込人納

思非旨 会
い会に協員

民   尋

と
是違

第

１
分
科
会

の
様

子

全
国
協
同
学
習
研
究
会

会
員
募
集

・
会
費
の
納
入




